
全管連青年部協議会 

　環境問題研究事業は、全管連青年部協
議会の創立から続いている事業で、今回
23回目を迎えました。今年度は10単組
からの応募があり、様々な活動のご報告
をいただき、誠にありがとうございました。
　また今回も、幅広い解釈のもと水源地
のみならず、自由に「水」にまつわるす
べてのエコ倶楽部探検隊活動を募集いた
しました。
　全国各地の青年部の皆様には、積極的
に事業を実施していただきましたことに
対して心より感謝申し上げます。
　「水」はかけがえのない大切な資源で
あり、人類にとって貴重な財産であると

いうことを再認識し、また次世代に伝え
ていくことで、「水」への感謝の心を育
むことができればと考えております。さ
らに、この活動が地域に密着した環境活
動へと繋がることも期待します。
　この活動を通して、「水」に対して興味
を持った子供たちが、将来業界を支える
人材へと成長していくことは、まさに「担
い手事業」の目的の一環でもあると考え
ます。
　今後もこの事業をさらに魅力あるも
のにし、業界底上げの一助となるよう、
引き続きのご協力を宜しくお願いいたし
ます。
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 令和 4 年 2 月 18 日（金）自民党本部

会場 1階にて、自民党青年局団体部（以

下、自民党青年局）と、オンライン併用

形式で意見交換会を行いました。 

全管連青年部からは太田会長（川崎）、

田母神事業副部会長（東京）、増田理事（埼

玉）、田中理事（横浜）が現地出席するとと

もに、全国から多数のメンバーがオンライ

ン出席しました。 

冒頭に自民党青年局の小倉將信青年局

長と太田会長の挨拶、引続き、出席者の紹

介の後、全管連青年部の団体概要と活動の

紹介をいたしました。 

 今回の意見交換は、こちらからいくつか

提案したテーマを中心とした会になり、①

建設資材の高騰と資材納期の遅延につい

て、②小倉青年局長のＨＰに掲載の党内野

党づくりと世代交代への対策について、③

ＳＤＧsの取り組みについて、④自民党内

のＤＸ化についてなど、活発な意見交換を

おこないました。 

小倉青年局長より提案テーマに関して

ご回答があり、①資材関係に関しては、サ
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プライチェーンの国内化を今後課題と捉

え、金融機関などへ支援を賜る。②党内野

党づくりに関しては、勘違いをしないよう

に捉えて頂きたいとのことで、正論を提言

することで、党内での活発な意見を上げて

行きたい思いであったようです。③SDGs

に関しては、まさに環境問題への取り組み

としての清掃活動など通じていると、しか

し、ボランティア活動のイメージが強いが

経営にSDGsを落とし込み、それが地域の

活発へ繋がってほしいとそれが持続可能

な取り組みとへと繋がる。④DX 化につい

ては、今日のWEB併用の会議などは数年

前までは考えられないことで、情報の共有

ツールとして全国の党員との繋がりに役

立っているとの説明を頂きました。その後

は、水道施設工事に関しての各地の事例や、

電気工事士のような規制が配管工に関し

ては少ないこと、担い手不足により男性育

休の取得の難しさ、その打開策に妊婦体験

を男性がする必要があるなど意見交換が

できました。水道インフラに係る業者とし

ては、担い手不足を最大のテーマに、企業

や組合が少しでも充実できるように様々

な問題に取り組み、安全で安心な水の供給

を支援して行けたらと思います。 
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